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１．概 要 

項    目 内  容 

包装資材等削減対策 包装資材の再資源化、適正処理 

主な対象貨物 工業品（タイル） 

導入時期 2004 年 9 月 

月間取扱貨物量 700 トン／月 

 

２．背景（実施理由、狙い、導入の経緯） 

１）実施理由 

・ 包装資材費の低減 

・ 配送先の意向 

・ 荷役時間の短縮 

 

２）狙い 

・ 上記 包装資材費の低減および荷役時間の短縮が理由である。 

 

３．事業内容 

・ 最終ユーザーの意向次第であるが、箱詰めからバンド締めラベル貼りに変更する計画が

ある。 

 

４．対策効果 

・ 資材費の削減 

 

５．課 題 

・ 商品ダメージ率の低減 

２－Ｃ－２．  
再梱包の段ボール箱を減少させる 

＜旭運輸(株)＞


